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 本日は、本学リポジトリの主に学術雑誌論文の収

集・公開の取り組みについてご紹介します。現状、本

学においては、研究成果のオープンアクセスを義務化

しているわけではありませんが、学術雑誌論文につい

ては、これまで収集方法を大きく見直し、収集を強化

してきたので、その取組みを振り返りながらお話しし

ます。 

 

JAIST 学術研究成果リポジトリについて 
 本題に入る前に、本学について少しご紹介します

（図 1）。開学は 1990 年で、知識科学、情報科学、マ

テリアルサイエンスの三つの研究科があり、学生数は

約 930 名、教員が約 170 名の小規模な大学です。 

 本学のリポジトリは、本学の教育研究活動を促進す

ること、また社会的貢献を果たすことを目的として、

2007 年 5 月 31 日に一般公開しました。本文公開数

（2014 年 3 月 31 日現在）は 8,229 件で、そのうち学

術雑誌論文は約 2 割の 1,615 件です。 
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 講演要旨 

北陸先端科学技術大学院大学では 2007年 5月のリポジトリ公開から約 7年が経過した。学術雑誌論文の収集・公開について

の取組みを中心に、これまで実施してきた論文収集強化の方法、業績データベースとの連携等の事例及びその効果について報

告する。 

寺田 美樹 
2004年より北陸先端科学技術大学院大学附属図書館に勤務。2006年のリポジトリ構築時からコンテ

ンツ収集・登録及びシステム管理等の業務を担当している。 

 

（図 1） 

ＪＡＩＳＴ学術研究成果リポジトリ

JAIST学術研究成果リポジトリ運用指針

（目的）

リポジトリは、北陸先端科学技術大学院大学において
作成された電子的な学術研究成果を収集し、恒久的に
蓄積及び保存並びに学内外に無償で発信及び提供す
ることにより、本学の学術研究の発展に資するとともに、
社会に対する貢献を果たすことを目的とする。

資料タイプ別コンテンツ公開数
（2014年3月31日現在）

資料タイプ 件数

学術雑誌論文 1,615

学位論文 1,447

会議発表論文 4,140

会議発表用資料 406

図書 32

テクニカルレポート 117

研究報告書 237

紀要 7

その他 228

合計 8,229

リポジトリ公開：2007年5月30日
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 公開されている論文には、英語のものが多く、海外

の出版社から発行されているものも多くあります（図

2）。 

 本学がリポジトリに取り掛かったのは 2006 年から

で、最初の 1～2 年は、教員別にリポジトリへの登録

希望の調査をしたり、メールで論文の提供を受け付け

たりはしていましたが、やはり教員からの自主的な論

文提供はそれほど多くない状況でした（図 3）。 

 

これまでの取組み 
 2008 年度には、学長、理事、研究科長などが参加

する会議で、情報発信を行う図書館の活動の一つとし

て、論文収集方針でリポジトリから本学の研究成果を

多く発信していきたいということを提案し、承認され

て進めることとなりました。方針は、業績データベー

スに登録されている論文は、教員からの申し出がない

限りリポジトリ登録を認めるものとし、論文をリポジ

トリへ登録するというものです。ここで業績データベ

ースを利用することにした理由は、教員自身が発表論

文の情報を入力しますが、ほぼ全員の教員が論文情報

を入力していたこと、また、前年度分の発表論文の情

報を教員が入力する割合も約 8 割あり、データの入力

率が高い状態であったことです。 

 簡単にどう変わったかを説明すると、教員が発表論

文の情報を業績データベースに登録すると、リポジト

リへの登録も許可されます。そして、リポジトリへ論

文を登録できるのは出版社が許可する場合なので、出

版社の利用許諾条件によって分けて作業することとし

ました。 

 図 4 にあるように、出版社 A 群は、出版社版を登

録することを許可している出版社で、かつ、図書館で

オンラインジャーナルを講読しており、電子ファイル

が入手できるものです。登録したくない論文のみ、教

員が登録を希望しないことを図書館に連絡することと

し、図書館で論文 PDF をダウンロードしてリポジト

リに登録します。 

 出版社 B 群は、出版社版の利用を許可しています

が、オンラインジャーナルを講読していない出版社で、

教員から出版社版の PDF または冊子などを提出して

もらい、リポジトリへ登録します。 

 出版社 C 群は、著者原稿であればリポジトリに登

録を許可している出版社で、この場合は、教員に著者

原稿を提出してもらい、リポジトリに登録します。た
（図 2） 

学術雑誌論文（1,615件）の統計情報
2014年3月31日現在

【言語】 英語：1,173（73%），日本語：442(27%)

【原稿の種類】 出版社版：1,003（62%），著者版：612（38%）

【論文発行元】 登録論文数が多い順から10社

情報処理学会，Elsevier，Springer，電子情報通信学会，
American Institute of Physics，Institute of Electrical and 
Electronics Engineers (IEEE)，American Physical Society，
応用物理学会，Royal Society of Chemistry，日本音響学会

（図 3） 

これまでの取組み①

2006年度 リポジトリシステム構築（Ｄｓｐａｃｅ1.3.2）
論文登録希望調査・論文収集（紙・メールで）

2007年度 リポジトリ一般公開（2007年5月30日）

教員からの登録依頼受付開始（メールで）

2008年度 リポジトリ充実計画： 学術雑誌論文収集強化

論文収集方針
業績DBに登録されている論文は，教員からの申し出がない限り，
リポジトリ登録を認めるものとし，論文のリポジトリ登録を行う。

＜2008年6月16日教育研究評議会で承認＞

自主的な
論文提供

収集方針・
方法の変更

（図 4） 

2008年度：学術雑誌論文収集強化

出版社群 出版社版

の登録

図書館で

入手（ＯＪ）

作業

出版社A群

AIP，APSなど ○ ○

図書館で出版社版を入手し登録。

登録したくない論文のみ，教員がＮＧを図書館に連絡。

出版社B群

信号処理学会，

日本認知科学会など

○ ×

教員が図書館に出版社版を提出し登録。

出版社C群

Elsevier，

Springerなど

× ×

教員が図書館に著者原稿を提出し登録。

（リポジトリへの登録を希望する場合，著者原稿を

提出。）

出版社の利用許諾条件によって以下のとおり作業。

教員：論文情報を業績ＤＢに登録。 リポジトリへの登録も許可。
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だ、著者原稿は、出版社版とは内容やレイアウトが異

なることがあるので、著者版を公開するかどうかにつ

いては著者の先生にご判断いただいて、リポジトリへ

の登録を希望する場合に著者原稿を提出してもらうこ

ととしました。 

 この方法で取り組んだ結果、2008 年度末には 2007

年度末の約 4 倍近くの論文を公開することができまし

た。 

 コンテンツが充実した以外にも、学術雑誌論文につ

いて具体的な収集方針や方法が承認され、コンテンツ

の充実に向けた全学的な推進体制が整ったことは大き

な成果であったと感じます（図 5）。 

 出版社への許諾確認は、2007 年度までに 100 社以

上に行ったことで、リポジトリへの登録が可能な論文

について多く把握でき、収集対象を拡大することがで

きました。 

 リポジトリへ論文を提供した教員は、2007 年度末

には全教員の約 25％だったのが、2008 年度末には約

68％になりました。論文の数が増加したことよりも、

多くの教員自身が自分の論文を発信する機会をつくれ

たことも大きな変化であったと思います。 

 その翌年の 2009 年度にも、同じ方針・方法で論文

収集を行うことを学内で承認してもらい、作業を進め

ました（図 6）。ただ、先ほど説明した論文の収集方

針があっても、図書館で教員別の論文リストを作成し

て論文ファイルの提出をメールで依頼していましたが、

その作業は非常に手間が掛かっており、教員からの回

答率も 4～5 割ほどという状況でした。そこで、業績

データベースで教員が業績を入力する際に、論文ファ

イルも登録可能とすることでリポジトリへの論文登録

を促進したいということを大学に要望し、こちらにつ

いても実施することを認めてもらい、2010 年度から

は業績データベースシステムと連携し論文収集を行っ

ています。 

 

業績データベースシステムとの連携 
 業績データベースシステムでは、教員が自分の業績

を入力後、入力情報を確認する画面でこちらの項目が

必ず表示されるようになっています（図 7）。教員の

申し出がない場合にリポジトリへ登録という方針で収

集していたのを、リポジトリへ論文を登録するかどう

かの確認をこちらの画面ですることに変更になりまし

た。 

（図 5） 

コンテンツ充実以外にも

 収集方針・方法，スケジュールを確立

 出版社への問い合わせ実績を蓄積

 論文を登録した教員数の増加

＜教員へのアプローチ＞
リポジトリの必要性，論文登録のメリットを強調

2007年度末： 39人（全教員数に対する割合 約25％）
↓

2008年度末： 113人（全教員数に対する割合 約68％）

2008年度：学術雑誌論文収集強化

（図 6） 

これまでの取組み②

2009年度 学術雑誌論文収集・登録（2008年度と同じ方法）

学内刊行物（JAISTリサーチレポート・

テクニカルメモランダム）の電子化・登録

科研費報告書収集・登録開始

2010年度

～ 現在

業績ＤＢシステムとの連携（2010年4月～）

業績入力画面にリポジトリに関する項目を追加

本文アップロード機能追加

業績一覧からリポジトリへのリンク追加

教員別リポジトリ公開論文一覧

作業の効率化

論文を
効果的に発信

（図 7） 

業績DBシステムとの連携

初期値が「登録」になっており，出版社名，原稿の種類等の情報の
入力，論文ファイル（ＰＤＦ等）の登録が必須。
「保留」，「登録しない」を選択することで，リポジトリ登録情報の
入力，論文ファイルを登録しないことも可能。

頭文字を入力すると，出版社名（※）の候補を表示。

※図書館で許諾確認済の出版社名が表示される。

出版社名を入力すると，登録可能な原稿
の種類と公開の条件を自動的に表示。
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 リポジトリへの登録確認の初期値が「登録」となっ

ており、その場合、出版社名、原稿の種類、論文ファ

イルのアップロードが必須になっているので、こちら

の情報を全て入力しないと業績の情報自体も保存でき

ないようになっています。 

 もう一つの特徴として、出版社を入力することで出

版社の許諾ポリシーにあった原稿の種類が自動的に表

示され、教員がどのバージョンの原稿を提出すればよ

いかも分かるようになっています。もちろん、リポジ

トリへ論文を登録したくない場合は「登録しない」を

選択することもできます。その場合は、出版社等の情

報の入力や論文ファイルのアップロードは必要ありま

せん。 

 図書館では、年に 2 回、業績データベースから論文

ファイルと論文の情報を一括でダウンロードし、提出

された論文ファイルの確認、出版社への許諾申請など

を行ってリポジトリへ登録しています（図 8）。 

 図 9 が登録数の変化になります。収集方法を見直し

た 2008 年度には、過去数年分の発表論文を収集でき

たこともあり、公開数が 660 件と急増していますが、

同じ方針で行った翌年 2009 年度には、主に前年度 1

年分の発表論文を収集したので、2008 年度ほど数が

増えていません。つまり、業績データベースの論文を、

教員から申し出がない限りリポジトリに登録するとい

う方法を取った場合でも、出版社の許諾条件により登

録できなかったり、教員から著者原稿の提出がされな

かったりしたことで、結果的に 1 年間で登録できるの

が百数十件ということになっています。 

 業績データベースとの連携を行った 2010 年度以降

の増加数を見てみると、2009 年度と同等、またはそ

れより少し多いくらいで毎年増加しています。この結

果からも、やはり教員の論文提出の手間を減らすこと

は、論文をリポジトリから公開するモチベーションの

一つになっているのかと思われます。 

 

まとめ 
 ここまでの取組みをまとめます。 

 まず、本学の場合、館長が積極的に大学の執行部に

働き掛け、トップダウンで収集方針を決めましたが、

その方針は過去数年分の発表論文を集めるのに効果的

だったと言えます。また、方針があることで、これま

での収集方法や登録スケジュールなども見直すことに

つながり、さらに先生ともコンタクトが取りやすくな

りました。 

 一方で、方針があっても、著者原稿の入手や出版社

への許諾確認などの作業という公開までの業務は変わ

らないのも事実です。そのため、本学では業績データ

ベースシステムとの連携を行い、教員の論文提出を容

易にすることで論文登録を促進できました。また、論

文収集公開の作業をする図書館も、作業を効率的に行

えるようになりました。 

 業績データベースシステムとの連携を進めて 4 年ほ

ど経過しますが、毎年同じ程度の数の論文を公開でき

ているため、効果的な方法で論文を収集できているの

（図 8） 

業績DBシステムとの連携

13943,先端 太郎,知識科学研究科,2009,論文Ａ ・・・・・
14531,先端 次郎,情報科学研究科,2010,論文B ・・・・・
15355,先端 花子,マテリアルサイエンス研究科,2010,論文Ｃ ・・・・・

論文識別コード

（図 9） 
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ではないかと思います。 

 現状、本学においては、論文のオープンアクセスを

義務化することについてまだ検討されていませんが、

論文公開までの手順が確立されていることは、今後も

し義務化となった場合でも役立つと思います。まずは、

現在の運用方法で本学の研究成果を積極的に発信して

いきたいと考えています。 
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